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千歳市（支笏湖） 

今月のトピック 

・ドローン活用に向けた取組

国民の森林・国有林 

林野庁 北海道森林管理局



【
は
じ
め
に
】

現
在
、
北
海
道
森
林
管
理
局

及
び
管
内
の
各
森
林
管
理
署
等

に
は
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
が
98
台
配
置
さ
れ
、
日
々
、

森
林
資
源
解
析
や
山
地
災
害
把

握
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
講
習
会
の
実
施
】

業
務
調
整
課
で
は
、
ド
ロ
ー

ン
の
操
作
技
術
の
向
上
の
た
め

毎
年
森
林
管
理
署
等
へ
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
６
月
か
ら

10
月
ま
で
に
、
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
、
北
空
知
支
署
、
西
紋
別

支
署
、
根
釧
東
部
森
林
管
理
署
、

６
月
と
９
月
に
は
、
局
で
新
規

採
用
者
に
対
し
て
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
、

自
動
航
行
ア
プ
リ
に
よ
る
操
作

方
法
を
含
め
、
操
作
技
術
の
向

上
に
加
え
、
高
性
能
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
オ
ル
ソ
画
像
（
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
た
画
像
の
ひ
ず
み

を
調
整
し
た
画
像
）
の
作
成
に

つ
い
て
も
指
導
し
て
い
ま
す
。

【
局
内
各
課
の
取
組
】

 

治
山
課
で
は
、
近
年
、
山
地

災
害
が
広
域
化
、
多
発
化
し
て

い
る
な
か
で
も
、
災
害
調
査
を

す
み
や
か
に
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
災
害
調
査
に
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
迅
速
に
対
応
す

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
森
林
整
備
第
一
課
で

は
、
造
林
事
業
の
地
拵
え
、
植

付
、
地
表
処
理
、
下
刈
等
の
請

負
業
務
に
お
い
て
、
検
査
箇
所

治山課の操作訓練の様子

ドローンによる地拵え前の空撮
ドローンによる災害箇所の空撮

無人航空機（ドローン）

西紋別支署での講習会の様子
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の
確
認
及
び
出
来
高
に
つ
い
て
、

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
空
撮
画

像
や
オ
ル
ソ
画
像
を
使
用
で
き

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

【
各
署
等
の
市
町
村
等 

と
の
連
携
】 

一
．
後
志
森
林
管
理
署
で
は
、

後
志
総
合
振
興
局
と
連
携
し

て
森
林
整
備
に
お
け
る
ド
ロ

ー
ン
の
活
用
方
法
や
操
作
に

つ
い
て
、
市
町
村
の
林
務
担

当
者
及
び
森
林
組
合
・
林
業

事
業
体
の
担
当
者
を
対
象
に

ド
ロ
ー
ン
の
講
習
会
を
実
施
。 

二
．
北
空
知
支
署
で
は
、
幌
加

内
町
の
職
員
を
対
象
と
し
た

講
習
会
を
実
施
し
、
機
体
の

組
み
立
て
・
操
作
等
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、
講
習
会
に

参
加
し
た
町
職
員
全
員
が
飛

行
操
作
・
写
真
撮
影
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

三
．
空
知
森
林
管
理
署
で
は
、

美
唄
市
か
ら
、
市
有
林
の
森

林
資
源
調
査
の
要
請
を
受
け
、

署
職
員
の
ほ
か
、
管
内
市
町
、

森
林
組
合
、
振
興
局
の
担
当

者
が
集
ま
り
、
ド
ロ
ー
ン
や

全
天
球
カ
メ
ラ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
調
査
を
実
施
。 

 

こ
れ
ら
の
参
加
者
か
ら
は
、

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
に
つ
い
て
は
、

最
初
は
戸
惑
い
が
あ
っ
た
も
の

の
、「
ゲ
ー
ム
感
覚
で
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
、
「
オ
ル
ソ
画

像
で
立
体
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

樹
種
判
別
が
し
や
す
く
な
っ
た
」

等
、
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

【
こ
れ
か
ら
の
ド
ロ
ー
ン
の 

活
用
に
つ
い
て
】 

 

航
空
法
の
改
正
で
今
年
の
６

月
20
日
か
ら

100
ｇ
以
上
の
ド
ロ

ー
ン
全
て
に
登
録
が
義
務
化
さ
れ
、

登
録
記
号
の
表
示
や
、
６
月

21
日

以
降
に
出
荷
さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
の

機
体
に
つ
い
て
は
、
リ
モ
ー
ト

I

D
（
小
型
の
発
信
装
置
）
の
登
録

申
請
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
い

て
は
、
航
空
法
を
遵
守
し
、
前

述
の
講
習
会
等
を
実
施
し
な
が

ら
、
各
森
林
管
理
署
等
と
連
携

し
、
民
有
林
支
援
や
省
力
化
の

た
め
、
よ
り
一
層
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ドローンによる地拵え中の空撮

全天球カメラの説明の様子
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根
釧
西
部
森
林
管
理
署
は
、

道
東
の
拠
点
都
市
と
し
て
、
産

業
や
観
光
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
釧
路
市
に
所
在
し
て
お
り
、

釧
路
総
合
振
興
局
管
内
８
市
町

村
の
国
有
林
約
１
８
２
千

ha

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
管
内
に

は
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
や
釧
路

湿
原
国
立
公
園
、
厚
岸
霧
多
布

昆
布
森
国
定
公
園
等
の
豊
か
な

自
然
を
有
す
る
と
と
も
に
、
過

去
の
山
火
事
等
に
よ
り
荒
廃
し

た
原
野
を
再
生
し
た
カ
ラ
マ
ツ

大
造
林
地
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ

ス
ト
も
有
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
は
、
平
成
21
年
３
月

に
竣
工
し
、
築
50
年
と
歴
史
を

感
じ
さ
せ
た
旧
庁
舎
と
お
別
れ

を
し
、
今
年
で
13
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
規
模
は
木
造
平
屋

建
て
延
べ
床
面
積
５
３
８
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
庁
舎
内
に
は
自

然
再
生
事
業
や
森
林
環
境
教
育

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
釧

路
湿
原
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ

ー
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

庁
舎
は
、
道
産
木
材
を
豊
富

に
使
用
し
て
お
り
、
大
断
面
集

成
材
と
し
て
柱
や
大
梁
、
間
柱
、

小
梁
に

1

3

4

本
約

43

立

方
メ
ー
ト
ル
の
カ
ラ
マ
ツ
、
内

外
装
や
屋
根
の
下
地
、
化
粧
梁

に
は
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
、

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
広
葉
樹
を
使

い
、
温
か
み
の
あ
る
事
務
空
間

を
演
出
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
は
帯
広
・

留
辺
蘂
地
域
、
カ
ラ
マ
ツ
羽
目

板
は
厚
岸
地
域
・
浜
中
地
域
、

ナ
ラ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
床
材

は
旭
川
地
域
、
ト
ド
マ
ツ
造
作

材
は
釧
路
地
域
を
産
地
と
し
て

い
ま
す
。
フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
（
伐

採
地
の
森
林
環
境
や
地
域
社
会

に
配
慮
し
た
木
材
・
木
材
製
品
）

を
使
用
し
て
お
り
、
完
成
当
時

は
地
材
地
消
の
モ
デ
ル
庁
舎
と

し
て
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

施
工
法
は
、
柱
や
梁
に
鉄
骨

を
貫
通
さ
せ
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

で
固
定
さ
せ
る
こ
と
で
二
方
向

ラ
ー
メ
ン
の
剛
接
合
に
よ
る
木

質
二
方
向
ラ
ー
メ
ン
構
造
（
サ

ミ
ッ
ト
H

R
工
法
）
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
筋
違
い
や
耐
力

壁
を
採
用
し
な
い
た
め
大
開

口
、
大
空
間
が
可
能
と
な
り
、

さ
ら
に
は
、
異
形
鉄
筋
を
木
材

の
内
部
に
埋
め
込
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
塩
害
に
も
強
い
工
法

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
材
の
持
つ
美
し
さ

や
柔
ら
か
さ
を
表
現
す
る
た

め
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
天
井
に
は

木
製
の
ル
ー
バ
ー
に
よ
り
自
然

光
が
入
る
設
計
と
し
て
い
ま

す
。
内
装
は
、
事
務
室
内
に
は

カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
の
天
板
を
使

用
し
た
木
製
書
棚
を
設
置
し
、

ま
た
、
廊
下
は
カ
ラ
マ
ツ
の
腰

壁
、
床
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
で
統
一
さ
れ
た
温
か
み

感
の
あ
る
造
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
会
議
室
を
ス

ラ
イ
ド
ド
ア
と
し
開
放
的
な
空

間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
隣
に
は
釧
路
市
出
身

の
建
築
家
で
あ
る
毛
網
毅
曠

（
も
づ
な
き
こ
う
）
氏
設
計
の

釧
路
市
立
幣
舞
中
学
校
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
敷
地
は
釧
路
市

街
の
高
台
に
位
置
し
て
お
り
、

南
側
に
太
平
洋
、
北
側
に
は
阿

寒
連
山
が
一
望
で
き
、
近
く
に

は
天
然
記
念
物
の
ヒ
ブ
ナ
が
生

息
し
シ
マ
エ
ナ
ガ
な
ど
の
野
鳥

が
観
察
で
き
る
春
採
湖
が
あ
る

な
ど
、
市
街
地
で
あ
り
な
が
ら

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

お
り
ま
す
。 

 
 

【
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
】

木
造
建
築
・
我
が
署
紹
介
！ 

根釧西部森林管理署庁舎 

明るく清潔感のある事務所 

玄関ホール 

木質二方向ラーメン構造 

庁舎敷地から望む太平洋と春採湖 
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樹高調査体験の様子 

第
１
回
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

森林環境教育の現場を見学 

第
２
回
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て 

ま
と
め
に
か
え
て 

自動撮影カメラ回収体験の様子 

 

釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
４
年

度
北
海
道
森
林
管
理
局
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
（
夏
期
）
に
つ
い

て
、
学
生
の
受
入
れ
を
２
回
実

施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
取
り
組
み
は
、
学
生
が

実
際
の
業
務
に
接
す
る
こ
と
に

よ
り
、
学
生
の
学
習
意
欲
を
喚

起
し
、
職
業
意
識
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
及

び
林
野
行
政
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
全
５
日
間
の
日
程

の
う
ち
７
月
27
日
・
28
日
の

２
日
間
、
道
内
の
大
学
生
１
名

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

両
日
と
も
、
気
持
ち
の
良
い

青
空
が
広
が
る
絶
好
の
現
場
日

和
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活

動
内
容
や
標
茶
町
雷
別
国
有
林

に
お
け
る
自
然
再
生
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
現
地
を
含
め
て
の

紹
介
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等

を
通
じ
て
の
自
然
体
験
学
習
、

ま
た
、
野
生
生
物
自
動
撮
影
カ

メ
ラ
の
回
収
及
び
画
像
確
認
等

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
根
釧
西
部
森
林

管
理
署
が
北
海
道
森
林
管
理
局

や
署
の
概
要
・
取
組
の
紹
介
と
、

林
道
や
生
産
・
保
育
箇
所
等
の

現
地
案
内
及
び
説
明
等
を
行
い

ま
し
た
。 

８
月
31
日
～
９
月
２
日
の

３
日
間
、
兵
庫
県
の
大
学
生
１

名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

初
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
内
で
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動

内
容
や
標
茶
町
雷
別
国
有
林
に

お
け
る
自
然
再
生
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
後
、
標
茶
町
虹
別
国

有
林
で
防
風
保
安
林
・
間
伐
・

主
伐
実
行
箇
所
等
を
見
学
し
ま

し
た
。 

２
日
目
は
、
天
候
が
回
復
し

た
こ
と
か
ら
、
初
日
に
予
定
し

て
い
た
植
栽
木
調
査
を
午
前
中

に
、
午
後
か
ら
は
、
カ
ラ
マ
ツ

を
主
体
と
し
た
一
大
造
林
地
で

あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

を
見
学
し
ま
し
た
。 

３
日
目
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で

長
年
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
標
茶
町
立
中
茶
安

別
小
中
学
校
の
「
夏
の
学
校
林

活
動
」
に
同
行
し
、
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
て
の
自
然

体
験
学
習
と
野
生
生
物
自
動
撮

影
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
画
像
確

認
等
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

参
加
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
生

か
ら
は
、「
森
林
ふ
れ
あ
い
や
森

林
環
境
教
育
に
興
味
が
あ
り
い

ろ
ん
な
体
験
が
出
来
ま
し
た
」

「
自
然
観
察
や
生
物
に
関
す
る

こ
と
に
興
味
が
あ
る
中
、
い
ろ

ん
な
実
務
や
経
験
が
出
来
、
今

後
に
活
か
し
て
い
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」
等
の
感

想
を
い
た
だ
き
、
両
名
と
も
充

実
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。 当

セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
、

学
生
の
皆
さ
ん
の
将
来
を
考
え

る
機
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く

感
じ
ま
す
。 

今
後
も
、
希
望
い
た
だ
け
れ

ば
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

釧路湿原森林ふれあい推進センター 
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の 

【
管
内
の
概
要
】 

ニ
ペ
ソ
ツ
・
ト
ム
ラ
ウ
シ
森

林
事
務
所
は
、
屈
足
（
く
っ
た

り
）
森
林
事
務
所
と
新
得
森
林

事
務
所
と
の
合
同
森
林
事
務
所

で
事
務
所
自
体
は
新
得
町
屈
足

に
所
在
し
て
い
ま
す
。
新
得
町

国
有
林
面
積
８
３
，
６
８
２
ha

の
う
ち
、
ニ
ペ
ソ
ツ
・
ト
ム
ラ

ウ
シ
森
林
事
務
所
は
５
５
，
０

２
２
ha
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

私
と
非
常
勤
職
員
の
２
名
で
各

業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
新
得
町
の
特
色
は
…
】 

事
務
所
の
あ
る
新
得
町
は
、

「
北
海
道
の
ど
ま
ん
な
か
」
に

あ
た
り
、
十
勝
川
の
最
上
流
に

位
置
し
、
町
の
大
半
は
高
山
地

帯
で
北
部
は
２
，
０
０
０
ｍ
級

の
山
岳
を
有
す
る
森
林
地
帯
、

南
部
は
丘
陵
地
帯
で
そ
ば
畑
が

広
が
り
ま
す
。
人
口
は
約
５
，

５
０
０
人
で
、
農
業
・
畜
産
業
・

林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で

あ
り
、
観
光
面
で
も
リ
ゾ
ー
ト

施
設
（
サ
ホ
ロ
）
、
秘
湯
ト
ム
ラ

ウ
シ
温
泉
を
始
め
、
大
自
然
を

活
か
し
た
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
豊
富
で

す
。ま

た
水
資
源
が
非
常
に
豊
富

な
た
め
６
つ
の
ダ
ム
、
７
つ
の

水
力
発
電
所
が
稼
働
し
て
い
ま

す
。 

主
要
作
物
の
そ
ば
・
て
ん
菜
・

馬
鈴
薯
・
小
麦
・
大
豆
の
収
穫

量
も
多
く
、
な
か
で
も
「
そ
ば
」

は
、
国
内
ト
ッ
プ
の
品
質
と
評

価
さ
れ
た
新
得
そ
ば
の
生
産
地

で
、
町
に
は
歴
史
あ
る
名
店
が

構
え
て
い
ま
す
。
町
の
面
積
９

割
を
森
林
が
占
め
る
と
い
う
こ

と
で
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
・
お
祭
り
も
多
彩
で
９

月
の
新
そ
ば
祭
り
を
筆
頭
に
圧

倒
的
な
集
客
力
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
は
特
急
全
便
が
町
に

停
車
す
る
の
で
便
利
で
す
。 

【
大
雪
山
系
の
奥
座
敷 

 

「
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
」
…
】 

 

大
雪
山
国
立
公
園
の
ほ
ぼ
中

央
に
鎮
座
す
る
標
高
２
，
１
４

１
ｍ
の
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
。
日
本

百
名
山
の
中
で
唯
一
、
山
の
名

前
が
カ
タ
カ
ナ
で
す
。
道
内
の

み
な
ら
ず
全
国
各
地
か
ら
夏
場

の
シ
ー
ズ
ン
最
盛
期
に
は
多
く

の
登
山
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
難

易
度
は
中
級
で
す
が
ア
プ
ロ
ー

チ
が
と
て
も
長
く
休
憩
含
め
て

登
り
６
時
間
、
下
り
５
時
間
は

要
し
ま
す
。
大
雪
山
系
の
中
で

も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
放
ち
、

山
の
美
し
さ
や
野
生
動
植
物
の

宝
庫
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
日
本

最
後
の
秘
境
」
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
、
多
く
の
登
山
客
を

惹
き
つ
け
る
最
大
の
魅
力
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【
森
林
事
務
所
の
業
務
】 

 

今
年
は
春
先
の
融
雪
後
に

は
目
立
っ
た
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
６
～
８
月
に
か
け
て

集
中
豪
雨
や
発
達
し
た
低
気
圧

に
よ
る
大
雨
な
ど
が
相
次
ぎ
、

各
林
道
が
大
き
な
被
害
を
受
け

る
な
ど
例
年
に
な
く
現
地
把
握

の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、

少
し
ず
つ
復
旧
に
向
け
た
修
繕

業
務
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
で
は
ほ
か
に
地
林
況

調
査
、
新
設
林
道
支
障
木
調
査
、

温
泉
湧
出
量
調
査
、
境
界
巡
視
、

境
界
予
備
調
査
な
ど
を
行
な
い

ま
し
た
。 

今
後
は
冬
期
間
に
立
木
販
売

事
業
の
着
手
も
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
支
障
木
調
査
や
監

督
業
務
が
多
く
な
り
そ
う
で
す

が
、
エ
ゾ
シ
カ
狩
猟
期
間
も
始

ま
り
適
切
な
安
全
対
策
を
取
る

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
ニ

ペ
ソ
ツ
・
ト
ム
ラ
ウ
シ
管
内
は

広
葉
樹
も
多
い
こ
と
か
ら
、
将

来
的
に
は
理
想
の
針
広
混
交
林

を
目
指
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

【
最
後
に
】 

ニ
ペ
ソ
ツ
・
ト
ム
ラ
ウ
シ
森

林
事
務
所
部
内
の
国
有
林
に
は

平
成
28
年
の
４
つ
の
台
風
の

襲
来
に
よ
る
甚
大
な
災
害
の
爪

痕
が
林
道
を
中
心
に
い
ま
だ
残

っ
て
い
ま
す
が
、
森
林
の
保
全

管
理
に
不
可
欠
な
林
道
の
復
旧

な
ど
、
今
後
も
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
国
有
林
の
現
場
を

担
う
森
林
官
と
し
て
、
そ
の
取

り
組
み
を
前
進
さ
せ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

十勝西部森林管理署 東大雪支署 
ニペソツ・トムラウシ 森林事務所 

 森林官 井上 康宏 
トムラウシ山

十勝ダムの東大雪湖 

近別大橋からの紅葉と十勝川 
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【資源活用第二課】 
令和 4 年 10 月 19 日（水）、道央森林整備事業協

議会と北海道森林管理局の共催により、胆振東部森
林管理署管内の国有林及び（株）イワクラにおいて、
伐採作業における安全性及び生産性の向上の取り組
みとして、トランシーバー等通信機器を利用した操
作実演会を開催しました。 

実演会には林業事業体や林野庁職員など、約 120
名が参加し通信機器の使用方法の説明と実演がおこ
なわれました。 

タブレット・スマートフォンに、伐倒作業者やフォ
ワーダなどの重機の位置情報や作業連絡、また、かか
り木などの危険地点、森林作業道の線形などの情報
が示される。位置情報の把握により事故の未然防止
につながり、「見える化」による作業効率の向上、作
業者間の連携向上にも役立っていると説明がありま
した。

実演ではフォワーダが土場まで移動してくる様子
や伐倒作業者がかかり木発生を想定した位置情報を
送信し、グラップルでかかり木の処理を行うまでの
重機の動きや処理後を画面で確認しました。 

 
 
 

【十勝西部森林管理署 東大雪支署】 
令和 4 年 10 月 25 日～26 日にかけて、上士

幌中学校 2 年生 2 名が支署の仕事を体験しまし
た。最初は緊張の面持ちではあったものの、職員
とマンツーマンでの職場体験、また、初めて見る
林業の現場や、ドローン等の操作で次第に硬さも
なくなり、2 日間楽しく職場体験を実施すること
ができました。 

１日目は、支署長室で「職場体験」の内容の説明
後、製品生産事業の現場の見学をしました。始め
て見る生産現場の土場ということもあり、「ひろ～
い！」という感嘆の言葉と合わせ、生産事業の説
明に大変興味を示していました。 

２日目は、ノコギリを使用した丸太切りと森林
保育の 1 つでもある「枝打ち作業」や現在はほと
んど使用しない「トビ」を使っての丸太の移動を
悪戦苦闘しながらも、必死になって丸太を転がす
体験をし、生徒からは「2 日間楽しく森林管理署
の職場を学習しました。ありがとうございます」
とのお礼の言葉がありました。 

【企画課】 
令和 4 年 10 月 29 日（土）に、石狩森林管理署

管内の国有林において、令和 4 年度国有林モニター
現地見学会を開催しました。 

当日は、道内各地の国有林モニター31 名が参加
し、間伐と植付の現場を見学しました。 

午前は、恵庭市の森林整備事業（間伐）現場で、ハ
ーベスタによりトドマツの立木を伐採し、長さがそ
ろった丸太にする玉切りまでの実演と、グラップル
付きフォワーダによる丸太の運搬と丸太を山積みに
する一連の作業を見学しました。 

午後からは、千歳市内で、令和 3 年と 4 年にカラ
マツを植栽した箇所を見学しました。この場所では、
伐採時に発生する枝葉などをクラッシャーで粉砕し
て植付作業を効率化することや、大苗を植えること
で下刈りを省略することなど省力化に向けた様々な
試行をしています。

モニターの皆さんには、今回の現地見学会により、
普段見られない間伐や植付の林業の現場作業につい
て、理解を深めていただけたものと思います。 

林業 ICT 機器の
操作実演会を 
開催しました 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

【根釧西部森林管理署】

令和 4 年 10 月 30 日（日）、当署管内の標茶町と

厚岸町にまたがる「パイロットフォレスト」で、そこ

に広がるカラマツを主体とした約 7，000ha にも及

ぶ人工林の景色を楽しむことを通じて、その成り立

ちを知っていただくことなどを目的に、望楼の一般

開放を実施しました。 

今年は行動制限が緩和されたこともあり、昨年よ

りも多い 40 名の方が見えられました。この望楼は、

森林火災の監視を行うために建てられた施設で、高

さ約 24m、最上部にある展望室では、360 度のパ

ノラマを楽しむことができます。

来訪された方々には、望楼での見学のほか、当時使

用していた機械類を保管している機械標本展示庫の

見学やパイロットフォレスト造成の歴史を紹介した

映像を見ていただきました。参加された皆さんから

は「こんなに見渡す限りのカラマツに人手をかけて

植林したなんてすごい」といった感想も聞かれ、秋の

ひとときを堪能されていました。 

令和４年度 国有林

モニター現地見学会

を開催しました

パイロットフォレスト

望楼の一般開放 

♪上士幌中学校第２学
年「職場体験学習」♪
（林業の仕事はどんな
ものだろう?）
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〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 番 

ＩＰ電話 050-3160-6300 
電  話 011-622-5213 
 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り 

今
月
の
表
紙 

 
今月の木 「クロマツ」 

 クロマツは、北海道には自生していませ

んでしたが、潮風に強く、砂地でも生育可

能なことから海岸林に植栽され、まつぼっ

くりは、クリスマスの装飾に利用されてい

ます。 

クロマツのまつぼっくりのイラストを 

表紙の月数字に載せました。 

全ての漫画は、専門家や職人への取材･アドバイスを受け、学術的根拠に基づき
北海道森林管理局の職員（平田美紗子）が水彩画で作成しています。学校の教材や
イベントの資料としてもご利用いただけますのでお問い合わせください。 
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